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１．研究計画の概要
本研究では、製造業とサプライヤー、流通

業の供給連鎖（サプライチェーン）において、
管理指標の異なる複数の組織が、パフォーマ
ンスのトレード・オフを克服する、知識統合
プロセスのマネジメント・モデルを構築する
とともに、そのモデルにもとづいた、サプラ
イチェーン・マネジメント（SCM）の教育シ
ステムを開発する。
具体的には、前者については、サプライチ

ェーンにおける、一般的なパフォーマンスの
トレード・オフ関係、実際の企業の事例でみ
られるパフォーマンスのトレード・オフ関係、
経営工学分野の数理的な最適化モデルを踏
まえた、製造業における企業内部門間、製造
業とサプライヤー、流通業における企業間の
知識統合プロセスのマネジメント・モデルを
構築する。
また、後者については、そのマネジメン

ト・モデルのロジックを採用した、マネジメ
ント・ゲームのアプリケーション・ソフトウ
ェアを開発するとともに、そのソフトウェア
を使った SCM 教育において、学習者への指
導に活用するコーチング・テキストを作成す
る。

２．研究の進捗状況
本研究を通じて得られた成果は、次の 3 つ

である。
（１）サプライチェーン・プロセスの変革の
様子を記述する、概念的な状態遷移モデルを
構築した。先行研究が想定している状態遷移
モデルは、サプライチェーン・プロセスの変
革で必要となる組織的な合意形成の様子を
十分に説明できていない。本研究では、資源

ベースの戦略論で盛んに議論されている「組
織ルーチン」の概念を使って、組織的な合意
形成や、学習によって合意形成の程度が徐々
に高まる様子を記述できる概念モデルを構
築した。

（２）上記の概念モデルの妥当性を、3 社の
事例研究を通じて検証した。
①企業内部門間におけるプロセス変革の事
例として、飲料メーカーを取り上げた。そし
て、生産・販売・物流部門において、需要予
測を中心としたプロセスを変革する様子を、
われわれの概念モデルを使って説明できる
ことを明らかにした。
②川上の企業間におけるプロセス変革の事
例として、食品メーカーを取り上げた。そし
て、サプライヤーとともに、購買・営業から
生産・物流、さらに開発のプロセスを変革す
る様子を、概念モデルを使って説明した。
③川下の企業間におけるプロセス変革の事
例として、菓子メーカーを取り上げた。そし
て、小売業、卸売業とともに、需要予測、販
売計画、発注・補充のプロセスを変革する様
子を、概念モデルを使って説明した。

（３）上記の概念モデルを踏まえて、サプラ
イチェーンにおけるパフォーマンスのトレ
ード・オフ関係やそれを克服するために、組
織間で知識を統合するしくみを組み込んだ、
SCM の教育システムのプロトタイプを開発
した。具体的には、プレーヤーが購買、生産、
物流、販売の各業務を担当し、サプライチェ
ーン・プロセスを運営する過程で、組織的な
合意形成を行うことで、パフォーマンスを評
価するプログラムになっている。
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３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している。

（理由）
概念モデルの構築、事例によるモデルの検

証、教育システムの開発については順調に進
んでいる。

ただし、3 年目（2008 年度）に予定してい
た、研究成果に関する海外研究者との情報交
換については、研究成果のとりまとめ（論文
の作成・投稿）を優先させたため、4年目（2009
年度）に行うことにした。なお、海外出張に
ついては、すでに海外研究者との接触を図っ
ており、予定通り実施できる見込みである。

４．今後の研究の推進方策
（１）概念モデルの検証については、従来の
飲料・食品・菓子メーカーに加えて、家電メ
ーカーにも対象を広げ、引き続き調査を行う。

（２）教育システムの開発については、大学
生に対して、実験的なサプライチェーン教育
を行いつつ、ソフトウェアの検証・改良を行
う。合わせて、教育に使うコーチング・テキ
ストを作成する。

（３）海外研究者との情報交換については、
米国の 2-3 大学の研究者を対象として、研究
成果の発表を行い、コメントをもらう。なお、
われわれの概念モデルについては、組織的な
合意形成のメカニズムを組み込んでいるこ
とに特徴があることから、米国企業における
組織的な合意形成のメカニズムに関する情
報を収集するために、Decision Sciences
Institute の国際会議（2009/11/14-17、ニュ
ーオーリンズ）への参加を兼ねることも検討
中である。

５. 代表的な研究成果
〔雑誌論文〕（計１件）
①中野幹久・秋川卓也・島津誠「サプライチ
ェーンにおける知識、ビジネス・プロセス、
パフォーマンスの関係：概念モデルの提示」
『京都マネジメント・レビュー』（京都産業
大学）査読無し,13 号, 73-92 頁（2008 年 6
月）

〔学会発表〕（計２件）
①中野幹久・秋川卓也・島津誠「サプライチ
ェーン・プロセスの変革についての概念モデ
ル：食品メーカーと包材サプライヤーの関係
の事例」経営情報学会秋季全国研究発表大会
（東北大学）（2008 年 11 月 9 日）
②中野幹久・秋川卓也・島津誠「サプライチ
ェーンにおける知識、ビジネス・プロセス、
パフォーマンスの関係：概念モデルと製造業
の事例」経営情報学会秋季全国研究発表大会
（静岡大学）（2007 年 11 月 17 日）


